
人とひとの心がふれあう、暮らしよい兵庫をめざして

2016

8 月 7 日㈰、レバンテホール（神戸市垂水区）にて、「ピースアクション 2016 広島被爆ピアノ平和コンサート」
を開催し、約 350 名がつどいました。会場は被爆ピアノの音色と平和への願いを込めた歌声に包まれ、次世代
へ語り継ぐ平和への想いを新たにしました。（関連記事 P.4）
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こ
の
度
、
姫
路
市
民
共
済
生
活
協
同
組
合

の
理
事
長
と
併
せ
ま
し
て
、
兵
庫
県
生
活
協

同
組
合
連
合
会
の
監
事
に
選
任
さ
れ
ま
し

た
、
岡
村
で
ご
ざ
い
ま
す
。
姫
路
市
防
災
審

議
監
を
最
後
に
38
年
間
の
公
務
員
に
ピ
リ
オ

ド
を
打
ち
、
本
年
6
月
に
現
在
の
職
に
就
任

い
た
し
て
お
り
ま
す
。

公
務
員
時
代
に
は
、
主
に
消
防
法
と
災
害

対
策
基
本
法
を
業
務
範
囲
と
し
て
お
り
、
初

め
て
経
験
す
る
消
費
生
活
協
同
組
合
法
の
世

界
に
、
戸
惑
い
な
が
ら
の
毎
日
を
過
ご
し
て

お
り
ま
す
。

と
は
い
い
な
が
ら
、
現
在
、
世
界
は
急
速

に
変
化
し
て
お
り
、
中
国
経
済
の
停
滞
、
世

界
各
地
に
お
け
る
I
S
に
よ
る
テ
ロ
の
頻
発
、

英
国
の
E
U
離
脱
な
ど
に
よ
り
、
世
界
経
済

は
そ
の
先
行
き
に
不
透
明
感
が
増
し
て
お
り
、

勢
い
が
取
り
戻
せ
ず
、
悲
観
論
や
不
安
感
が

蔓
延
し
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。

一
方
、
我
が
国
で
は
、
少
子
高
齢
化
が
著

し
く
進
展
し
、
今
後
に
お
け
る
社
会
保
障
費

の
増
大
は
避
け
ら
れ
な
い
状
況
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
国
の
借
金
で
あ
る
国
債
の
発

行
残
高
が
1
，0
0
0
兆
円
を
超
え
る
現
状

に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
政
府
が
目
指
す
、
景
気
浮
揚
や
デ

フ
レ
か
ら
の
脱
却
に
つ
き
ま
し
て
も
、
一
層

の
不
透
明
感
が
増
し
て
お
り
、
金
融
緩
和
を

進
め
る
日
本
銀
行
の
金
融
政
策
と
し
て
の
マ

イ
ナ
ス
金
利
の
導
入
は
、
基
本
財
産
な
ど
の

運
用
を
長
期
的
で
安
全
で
あ
る
国
債
や
地
方

債
を
主
流
と
し
て
き
た
私
達
の
共
済
も
例
外

で
は
な
く
大
き
な
影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ

る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
下
に
お
き
ま
し
て
も
、

私
達
は
、
多
く
の
方
々
に
そ
の
「
共
済
」
と

い
う
言
葉
か
ら
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
だ
い
て

い
る
「
組
合
員
を
対
象
と
し
、
加
入
し
や
す

い
保
険
料
（
掛
け
金
）
で
、
火
災
や
事
故
等

か
ら
受
け
る
損
害
を
み
ん
な
の
「
助
け
合
い
」

で
保
障
す
る
」
と
い
う
「
共
済
」
を
ど
の
よ

う
に
守
り
、
ま
た
、
進
展
さ
せ
て
い
く
か
を

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
、
時
代
の
潮
流
に
翻

弄
さ
れ
て
し
ま
う
だ
け
で
は
な
い
か
と
危
惧

し
て
お
り
ま
す
。

当
組
合
は
、
本
年
創
立
60
周
年
を
迎
え
、

「
歩
み
続
け
て
60
周
年
、
入
っ
て
納
得
、
広

が
る
安
心
！
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
職

員
一
丸
と
な
り
、
共
済
事
業
を
推
進
し
て
お

り
ま
す
が
、
当
組
合
を
含
め
た
共
済
、
医
療
、

大
学
、
購
買
の
各
生
協
の
皆
様
と
、「
助
け

合
う
心
」
を
一
つ
の
「
輪
」
に
し
、
引
き
続

き
「
安
全
」
と
「
安
心
」
に
努
力
し
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
ご
支
援
、
ご
鞭
撻
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
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2016年度　兵庫県生協連　第2回理事会報告

第15回兵庫県企画県民部と
兵協連理事会との懇談会 報告

【開催日時】2016年8月1日㈪　午後3時〜4時10分
【開催会場】兵庫県民会館　12階「1201」
【出 席 者】本田会長理事、髙橋副会長理事、野間専務理事、板崎、福島、新保、伴、大沼、
　　　　　 藤井、岡田、西谷（以上、理事）、金丸、山添、岡村（以上、監事）

議 決 事 項	 	（ 1）「2016年度兵庫県生協大会」生協功労者表彰について

協 議 事 項	 	（ 1）2016年度兵庫県生協大会について

報 告 事 項	 	（ 1）「分野別生協からの活動報告」各出席理事・監事より報告
	 （ 2 ）第15回兵庫県企画県民部と兵協連理事会との懇談会について
	 （ 3 ）第1回兵協連監事会開催報告
	 （ 4 ）県議会および会員生協の人事異動（就任・退任）について
	 （ 5 ）第28回近畿地区生協・行政合同会議について
	 （ 6 ）2016年度東日本被災地支援活動について
	 （ 7 ）第33回兵庫JCC委員会開催報告
	 （ 8 ）第94回国際協同組合デー兵庫県記念大会開催報告
	 （ 9 ）兵庫JCC「虹の仲間づくりカレッジ」について
	 （10）前回理事会〜8月1日までの兵協連行事・諸活動報告
	 （11）2016年度兵協連主要行事スケジュールについて

【開催日時】2016年8月1日㈪　午後4時30分〜5時30分
【開催会場】兵庫県民会館　12階「1201」
【出 席 者】（兵庫県）東元局長、梶本課長、菅野副課長、石田主幹、田中主任
　　　　　 （兵協連）本田会長理事、髙橋副会長理事、野間専務理事、板崎、福島、新保、伴、
　　　　　 大沼、藤井、岡田、西谷（以上、理事）、金丸、山添、岡村（以上、監事）

①挨拶および県下生協の現況について　兵協連　本田	英一　会長理事
②（地域・職域購買生協）「コープ商品と地域とのつながり」について
　　　兵協連　新保	雅子　理事（コープこうべ　理事）
　（大学生協）「大学生協の取り組み」について
　　　兵協連　藤井	貴浩　理事（兵庫県立大学生協　専務理事）
　（医療生協）「医療福祉生協の理念」について
　　　兵協連　板崎	聡　理事（神戸医療生協　専務理事）
　（共済生協）「神戸市民生活協同組合の概要」について
　　　兵協連　岡田	勇　理事（神戸市民生協　専務理事）
③平成28年度消費者行政等について
　兵庫県企画県民部県民生活局長　東元	良宏　様
④意見交換

3

兵
協
連
だ
よ
り



平和について一人ひとりができることを
音楽を通して考える一日に

〜ピースアクション2016「広島被爆ピアノ平和コンサート」を開催〜

続
い
て
、
ピ
ア
ノ
・
森
須	

奏
絵
さ
ん
、ソ

プ
ラ
ノ
・
大
島	

久
美
子
さ
ん
に
よ
る
朗
読

「
岩
田
家
の
被
爆
ピ
ア
ノ
物
語
〜
私
は
ピ

ア
ノ
〜
」「
原
爆
を
許
す
ま
じ
」「
死
ん
だ

男
の
残
し
た
も
の
は
」。
ま
た
、
シ
ョ
パ

ン
の
「
ノ
ク
タ
ー
ン
2
番
」
の
ピ
ア
ノ
ソ

ロ
が
あ
り
ま
し
た
。

休
憩
を
挟
ん
で
、
コ
ー
プ
こ
う
べ
第
5

地
区
の
平
和
企
画
委
員
に
よ
る
「
ち
い

ち
ゃ
ん
の
か
げ
お
く
り
」
の
朗
読
と
虹
っ

子
平
和
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
in
沖
縄
に
参
加

し
た
中
学
生
・
橋
本
耀
さ
ん
と
岡
田
晃
空

さ
ん
の
報
告
で
、
平
和
の
尊
さ
を
伝
え
ま

し
た
。

後
半
は
、
再
び
、
森
須
さ
ん
、
大
島
さ

ん
に
よ
る
演
奏
と
歌
声
で
「
さ
と
う
き
び

畑
」「
あ
り
が
と
う
」「
大
切
な
ふ
る
さ
と
」

「
い
の
ち
の
理
由
」。
広
島
出
身
の
大
島
さ

ん
は
、「
戦
争
を
知
ら
な
い
私
た
ち
に
で

き
る
こ
と
は
、
何
が
あ
っ
た
か
を
知
り
、

伝
え
る
こ
と
、
忘
れ
な
い
こ
と
で
す
。
こ

の
ピ
ア
ノ
を
聴
い
て
、
私
た
ち
に
で
き
る

平
和
活
動
が
何
か
を
一
緒
に
考
え
る
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
」
と
話
さ
れ

今
回
演
奏
さ
れ
た
「
岩
田
家
の
被
爆
ピ

ア
ノ
」
は
、
所
有
す
る
被
爆
ピ
ア
ノ
の
中

で
爆
心
地
よ
り
最
も
近
い
1
．5
㎞
の
民

家
で
被
爆
し
ま
し
た
。
原
爆
の
爆
風
に
よ

り
、
無
数
の
ガ
ラ
ス
の
破
片
が
突
き
刺
さ

り
傷
つ
い
た
ピ
ア
ノ
で
す
が
、
2
0
1
4

年
4
月
2
日
、
所
有
者
の
岩
田
守
雄
さ
ん

よ
り
ピ
ア
ノ
調
律
師
の
矢
川
光
則
さ
ん
に

託
さ
れ
、
現
在
、
平
和
の
大
切
さ
を
伝
え

る
た
め
に
全
国

各
地
で
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
い

て
い
ま
す
。

は
じ
め
に
、

ヤ
ガ
ワ
楽
器
調

律
セ
ン
タ
ー
・

ピ
ア
ノ
調
律
師

の
矢
川
光
則
さ

ん
か
ら
被
爆
ピ

ア
ノ
と
の
出
会

い
や
平
和
へ
の

想
い
に
つ
い
て

の
お
話
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

ま
し
た
。
ま
た
最
後
に
は
、「
し
あ
わ
せ

運
べ
る
よ
う
に
」「
故
郷
（
ふ
る
さ
と
）」

を
会
場
全
員
で
歌
い
ま
し
た
。

当
日
は
、
司
会
進
行
の
中
田	

裕
子
さ

ん
（
コ
ー
プ
こ
う
べ
理
事
）
を
は
じ
め
、

ピ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
委
員
と
コ
ー
プ
こ
う

べ
第
5
地
区
の
平
和
企
画
委
員
が
分
担
し

運
営
に
あ
た
り
、
コ
ン
サ
ー
ト
を
無
事
に

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
71
年
の
歳

月
を
経
て
、
平
和
を
祈
り
続
け
る
被
爆
ピ

ア
ノ
。
そ
の
美
し
い
音
色
に
、
会
場
の
参

加
者
か
ら
は
「
平
和
の
大
切
さ
、
平
和
を

次
の
世
代
へ
繋
い
で
い
く
こ
と
が
私
た
ち

の
役
割
だ
と
思
い
ま
し
た
」「
平
和
を
守

り
、
孫
の
代
ま
で
、
そ
の
大
切
さ
を
伝
え

て
い
か
な
け
れ
ば
と
心
新
た
に
し
ま
し
た
」

「
当
た
り
前
と
思
っ
て
い
た
平
和
は
、
当

た
り
前
で
な
い
こ
と
。
私
に
で
き
る
平
和

活
動
を
見
つ
け
て
い
き
ま
す
」
と
い
っ
た

声
が
寄
せ
ら
れ
、
音
楽
を
通
し
て
平
和
へ

の
想
い
を
つ
な
ぐ
コ
ン
サ
ー
ト
に
な
り
ま

し
た
。

ま
た
コ
ン
サ
ー
ト
終
了
後
は
、
会
場
の

み
な
さ
ま
に
被
爆
ピ
ア
ノ
に
触
れ
て
い
た

だ
き
、
原
爆
の
熱
線
を
越
え
て
平
和
を
語

り
継
ぐ
被
爆
ピ
ア
ノ
を
身
近
に
感
じ
て
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

兵
庫
県
生
協
連
で
は
、
毎
年
、
県
内
の
購
買
・
大
学
・
医
療
・
共
済
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
の
生
協
と
一
緒
に
、
平
和
の
大
切
さ
、
尊
さ
を
み
ん
な
で
考
え
、
確
か
め
合

う
場
と
し
て
ピ
ー
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

2
0
0
9
年
西
宮
市
で
の
開
催
か
ら
、
明
石
市
、
神
戸
市
東
灘
区
、
神
戸
市
中
央
区

（
2
回
）、
姫
路
市
、
尼
崎
市
と
、
今
年
で
8
回
目
と
な
る
「
広
島
被
爆
ピ
ア
ノ
平
和
コ

ン
サ
ー
ト
」
を
、
8
月
7
日
㈰
レ
バ
ン
テ
ホ
ー
ル
（
神
戸
市
垂
水
区
）
に
て
開
催
。
当

日
は
、
ご
応
募
い
た
だ
い
た
組
合
員
と
出
演
者
、
ス
タ
ッ
フ
、
合
わ
せ
て
約
3
5
0
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

ピアノ・森須 奏絵 さん

平和への想いを語られる 
矢川光則さん

被爆ピアノを間近でご覧いただきました

コープこうべ　第 5 地区 平和企画委員に
よる朗読

司会のコープこうべ 理事
中田 裕子 さん

虹っ子平和スタディツアー in 沖
縄報告（左より　橋本 耀さん、
岡田 晃空さん）

広島・長崎原爆パネル展示

ソプラノ・大島 久美子 さん
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準
絶
滅
危
惧
種
の
コ
オ
イ
ム
シ
を
ご
存

知
で
す
か
？
オ
ス
は
卵
が
孵
化
す
る
ま
で

背
中
に
卵
を
乗
せ
た
ま
ま
、
卵
を
守
り
な

が
ら
生
活
を
続
け
ま
す
。
生
活
ク
ラ
ブ
都

市
生
活
の
「
交
流
の
田
ん
ぼ
」
に
は
こ
の

コ
オ
イ
ム
シ
が
沢
山
い
ま
す
。

7
月
23
日
㈯
、
梅
雨
の
あ
け
た
暑
い
日
、

神
戸
市
北
区
に
あ
る
J
A
兵
庫
六
甲
北
営

農
総
合
セ
ン
タ
ー
前
の
「
交
流
の
田
ん
ぼ
」

で
、
J
A
兵
庫
六
甲
、
全
農
パ
ー
ル
の
皆

さ
ん
と
田
ん
ぼ
の
生
き
物
調
査
を
行
い
ま

し
た
。
子
供
た
ち
は
生
き
物
調
査
で
す
が
、

除
草
剤
を
減
ら
し
た
こ
の
田
ん
ぼ
は
草
が

直
ぐ
に
生
え
ま
す
、
と
い
う
こ
と
で
大
人

た
ち
は
草
取
り
で
す
。

今
年
は
、
か
え
る
の
数
は
例
年
通
り

だ
っ
た
の
で
す
が
、
虫
の
数
が
と
て
も
少

な
く
、
前
出
の
コ
オ
イ
ム
シ
も
昨
年
の
90

匹
か
ら
21
匹
に
激
減
で
す
。
農
協
の
方
の

話
だ
と
今
年
は
季
節
が
早
く
進
ん
だ
の
で

田
ん
ぼ
の
様
子
が
少
し
違
う
そ
う
で
す
。

毎
年
同
じ
所
で
調
査
を
し
て
い
る
と
、
こ

の
よ
う
な
変
化
を
生
き
物
に
教
え
ら
れ
ま

す
。
参
加
し
た
子
供
た
ち
も
虫
や
か
え
る

を
さ
わ
っ
て
大
騒
ぎ
。
来
年
も
来
た
い
！

と
い
っ
て
、
生
き
物
た
ち
を
田
ん
ぼ
に
帰

し
て
お
別
れ
を
し
ま
し
た
。

（
通
信
員
　
紺
本 

直
）

田
ん
ぼ
の
い
き
も
の
調
査

生
活
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ブ
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活
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同
組
合
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市
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活

兵協連 2016年度「緊急通行車両担当者会議」を開催
8 月 4 日㈭、兵庫県民会館において「2016年度	緊急通行車

両担当者会議」を開催。 6 会員生協・ 1 関連会社から 8 名が
参加しました。兵庫県からは、企画県民部消費生活課	田中	
祥平	主任にご参加いただきました。この会議は、2008年 1 月
に兵庫県と兵庫県生協連が締結した「緊急時における応急生
活物資供給等に関する協定書」に基づき、応急生活物資の運
搬および医療活動を円滑に行なうために緊急通行車両の許可
がすみやかに得られるよう制定された事前届出制度について確認するために開催しています。
はじめに「緊急時における応急生活物資供給等に関する協定書および実施細目」について共有化を行
ない、続いて緊急通行車両事前届出制度、さらに2015年度の登録台数の確認や新車、廃車、移動などに
関する届出、またメンテナンススケジュールと申請の締め切りについての確認、質疑応答を行いました。

1．	「届出済証」をコピーし原本は事務所保管とすることもできるが、「緊急通行許可証」の交付を受
ける際には原本を持参することが必要。

2．発災時「届出済証」は最寄りの警察本部、警察署、交通検問所等に提出する。
3．2016年度のメンテナンスは各書類を10月末までに兵協連へ提出する。
4．書類の様式Noが変更になっているものがあるので注意する。
　　「緊急通行車両事前届出書」様式第 1号⇒様式第 2号
　　「緊急通行車両事前届出受理簿」様式第 3号⇒様式第 4号
5．移動の申請は「市」（神戸市は区、加古郡は町）を跨って移動した場合に行う。
6．次年度の緊急通行車両担当者会議は 9月〜10月の開催を検討する。

などの点が確認されました。
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JA 共済連兵庫Ｊ
Ａ摂津播磨地区漁業協同組合青壮年部連合会Ｊ

Ｆ

関西学院大学田和ゼミ（文学部）との
消費流通検討交流会を開催

〜漁業者と大学生との交流の輪が広がる〜

JA共済presents　地域・農業
活性化ラジオ番組　好評放送中！

摂津播磨地区漁業協同組合青壮年部連合会（大
西	正起会長：JF伊保）は、関西学院大学文学部	
田和	正孝教授のゼミ生との交流を平成25年から
続けており、今年も「消費流通検討交流会」と題
して 7月 9日㈯、明石市内で開催されました。
田和教授とゼミ生ら17名は、まず JF明石浦の

競りを見学しました。担当者から説明を受けた後、
入札業者と同じ目線で見ることが出来る見学者ス
ペースに移動したゼミ生らは、目の前で素早く競
り落としていく光景に驚いたようで、熱心にメモ
を取ったり、カメラに収めたりしていました。
兵庫県水産会館に移動後、自分達で、生きたマ

ダコと釜揚げシラスを使った昼食を作り、食事を
しながら兵庫の漁業について学びました。最後に
ロープワーク実習をし、部員の手ほどきを受けな
がら作業を進め、縄梯子を編み上げました。
この交流会がきっかけで始まった、大学生協へ

食材を提供する魚食普及活動は、県内 6大学生協
との協同組合間連携へと発展しました。また、同
ゼミ生の卒業論文作成への調査協力・取材の受入
れをすることによっ
て、漁業や海に関す
る積極的な情報発信
を行うなど、ますま
す交流の輪は広がっ
ています。

JA共済連兵庫は、地域の情報を発信するラジ
オ番組「JA共済	presents	近藤夏子のサンキュー
サンデー」の放送を 6月 5日から開始しました。
同番組は、パーソナリティの近藤夏子さんが
JAと地域とのつながりから生まれる「地域なら
ではの情報」や「生産者の熱意」などを、インタ
ビュー形式で届けます。
6 月は JAあかし、JA加古川南、 7 月は JA兵

庫みらいの生産者が紹介されました。 8月に放送
したJAたじまでの収録では「たじまピーマン」、
特別栽培米コシヒカリ「コウノトリ育むお米」、
但馬牛の生産者やファーマーズマーケットたじま
んまが取材されました。 9 月以降に紹介される
JAは次の通りです。
　　 9月	 JA兵庫西
　　10月	 JA丹波ささやま
　　11月	 JA丹波ひかみ
　　12月	 JA兵庫南
　　 1月	 JAあわじ島
　　 2月	 JA淡路日の出
　　 3月	 JAハリマ、Aあいおい
　　 4月	 JAみのり
　　 5月	 JA兵庫六甲
ラジオ関西（558kHz、豊岡1395kHz）で毎週
日曜の午前 9時30分〜 9時59分に放送。収録の様
子を、ラジオ関西のホームページで見ることがで
きます。

パーソナリティーの近藤さん（右）のインタビューに答える生産者

競りの雰囲気を体験する
ことが出来ました

タコ料理に挑戦するゼミ生を
指導する大西会長
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兵協連だよりをご覧のみなさま、こんにちは。適格消費者団体NPO法人ひょうご消費者ネットの吉
江です。
9月に入りましたね。2016年もあと3か月と思うと、なんだかゾッとしてしまいます。今月は、ひょうご消
費者ネットの会員限定企画「個人信用情報機関との消費者懇談会」を実施しました。このお話はまた
今度とさせていただいて…。
たまには、私の扱ってきた消費者事件のお話をしてみたいと思います。Aさんは、「アフィリエイト収入を得れる」という
謳い文句で勧誘され、ホームページ作成の契約をしてしまい、クレジットカード決済されてしまいました。キャンセルしたいが、
できなくなってしまったという事案です。アフィリエイトとは、簡単に言うと、ホームページ上に広告を載せて、その広告収
入を得るというものです。
どうして、このようなトラブルに巻き込まれたのか。その経緯からみていきましょう。Aさんは、まだ20代前半で、インター
ネットで事務系の仕事を探していました。仕事の募集をみつけ、ウェブ上で応募すると、その会社から電話があり、「希望す
る条件とは少し違うのですが…」と話が始まったのです。この続きは、次回とさせてください。
	 （ひょうご消費者ネット　理事　司法書士　吉江直記）

適格消費者団体NPO法人ひょうご消費者ネット

窓の

〒650-0011　神戸市中央区下山手通五丁目７番11号兵庫県母子会館２階C
TEL：078-361-7201　E-mail：office@hyogo-c-net.com連　絡　先

最近の消費生活相談事例

『無料点検』のはずが高額な契約に？！

事　例

「近隣でにおいの苦情が入っている。排水管を無料で点検している」と事業者
が訪問してきたので、点検を依頼しました。点検後、作業員から「排水が集ま
る枡

ま す

のコンクリートが割れている」と言われ補修工事を契約しました。さらに、
「枡の奥の基礎まで傷んでいて、このままでは家が傷む」といわれ、追加工事を
勧められました。信用できますか。

【アドバイス】
「無料で点検する」といって訪問し、点検後に消費者の不安をあおるような説明をし、修繕工事
や商品の購入などの高額契約を結ばせる手口を「点検商法」と呼びます。
相談者は、においで近所に迷惑をかけてはいけないと思い、言われるままに補修工事を契約し
ました。しかしさらに追加工事が必要だと言われ、不審に思い、相談されました。
本当に必要な工事なのか、家族や身近な人に相談し、工事をするときは、複数の事業者から見
積もりを取り、価格や工事内容を確認してから契約しましょう。
ほかにも、屋根や床下の点検、耐震診断といった住宅に関するものから、浄水器や布団などの
商品に関するものまで、いろいろな点検商法についての相談が寄せられています。無料または極
端な低料金をうたった点検の勧誘には注意し、安易に事業者を家に入れないようにしましょう。
点検商法など訪問販売での契約には、クーリング・オフ制度が利用でき、契約書面をもらった
日を含めた8日間は無条件で契約を解除できます。クーリング・オフは、工事後でも行使でき、工
事前の状態への原状回復を求めることもできます。また、契約書面をもらっていないなど、期間
が過ぎてもクーリング・オフできる場合もあります。
クーリング・オフの申出は電話など口頭ではなく「簡易書留」や「配達記録郵便」などを利用し、
必ず書面で通知することが大切です。
困ったときは一人で悩まず、すぐにお近くの消費生活相談窓口に相談しましょう。
	 （兵庫県生活科学総合センター）
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ホームページ ●アドレス（URL）：http://www.coop-hyogo-union.or.jp●E-mailアドレス：hyogo@kobe.coop.or.jp
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◦ お 申 し 込 み・お 問 い 合 せ ◦
兵庫県生活協同組合連合会（担当：三輪）　TEL：078-391-8634　FAX：078-392-2059　主催：兵庫県生活協同組合連合会

◆定員：350人　◆入場料：無料（入場整理券が必要です）
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